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研究成果の概要（和文）：東アジアのエアロゾルの長期変動を明らかにし、地球システムモデルの再現性を検
証、さらに、コロナ禍の影響評価を目的に、様々な地上・衛星観測データを解析した。その結果、1933～1950年
に停滞、1950～1970年に急増、1970～1995年に停滞、1995年以降に減少していた。エアロゾルの組成推定の結
果、2000年代の減少は、人為起源を主体とする水溶性・光吸収性粒子によるものであった。これらの変動は、気
象研究所の地球システムモデルで再現できていることが確認された。コロナ禍の影響は、感染が始まった頃に、
札幌と福岡でエアロゾルの減少が見られたが、多くの地点で顕著な影響は見いだせなかった。

研究成果の概要（英文）：Long-term changes in aerosols in East Asia were investigated using various 
ground and satellite observation data. The results showed stagnation from 1933 to 1950, an increase 
from 1950 to 1970, stagnation from 1970 to 1995, and a decrease after 1995. The composition analysis
 of aerosols indicated that the decline in 2000s was due to a decrease in water-soluble and 
light-absorbing particles. We confirmed that these long-term changes were reproduced by the Earth 
System Model, ESM-MRI 2.0.
The impact of the activity suppression due to COVID-19 on aerosols was investigated using long-term 
observation data. Aerosols decreased at Sapporo and Fukuoka in the early stages of the infection 
spread, but no significant changes were observed at other sites.

研究分野： 大気放射

キーワード： エアロゾル　気候変動　コロナ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、東アジアの数十年規模のエアロゾルの長期変動を明らかし、経済活動や大気汚染問題に関する
規制との関係性を示すことができた。そして、IPCC報告書に貢献を続けている気象研究所の地球システムモデル
の再現性を確認し、エミッションインベントリに関わる問題点を指摘することができた。また、コロナ禍による
経済活動自粛の影響について、長期変動の観点から明らかにすることができた。本研究に得られた観測に基づい
た半世紀以上の長期変動の成果は、他に類を見ないものであり、学術的意義が高い。また、社会活動との関連性
を明らかにしており、社会的意義が認められる成果と言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 エアロゾルは、地球大気の放射収支の変化を通して気候変動に影響を及ぼす。しかし、エアロ
ゾルの種類と発生源は多種多様で、生成－輸送－消滅の物理過程は複雑であり、観測でその全容
を把握することは難しく、モデル化も不十分である。このため、IPCC 第 5 次評価報告書におい
て、地球温暖化におけるエアロゾルの影響評価は、最も不確実であるとされている。 
 エアロゾルの放射効果は、エアロゾルの総量に比例する光学的厚さ（AOD）、光吸収性を表す一
次散乱アルベド（SSA）、散乱によるエネルギーの配分を表す位相関数の 3 つの光学特性によって
決まる。そして、これらはエアロゾルの組成に依存する。例えば、黒色炭素（BC）は、一次散乱
アルベドが小さく、光吸収性が強い。このため、温暖化に寄与していると考えられている。 
 エアロゾルの鉛直分布は、太陽光から得られるエネルギーの鉛直配分を変化させることで、地
上気温に影響を与える。同じ光学特性を持つエアロゾルの層でも、大気境界層より高い高度に存
在した方が、地上気温を下げる効果が高いことを示されている（Kudo, et al., 2018）。 
 このように、エアロゾルの地球温暖化への影響を評価する上で、組成の鉛直分布に関する長期
変動が重要となる。しかし、航空機を使わない限り、これらの観測は難しい。このため、観測に
よって組成の鉛直分布の長期変動を明らかにした研究はこれまでなかった。 
 2019 年末から、新型コロナウイルス感染症が世界中に広がった。拡大防止のために、世界の
多くの都市で封鎖や活動自粛の対策が取られている。これらの措置によって、人為起源の大気汚
染物質の排出量が低下し、大気環境改善の報告が相次いでいる。しかし、経済活動は順調に回復
に向かっているため、環境改善は一時的なものになると予想される。 
 地球温暖化問題においては、様々なシナリオに基づいて将来が予測されているが、活動自粛期
間の人為起源汚染物質の低下は、人類が達成可能な排出量抑制の目安になると考えられる。その
ため、今後の温暖化予測・対策のために、自粛期間のエアロゾルの実態を把握する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、地球温暖化におけるエアロゾルの影響評価の不確実性の低減と、コロナ禍の影響
評価を通した将来予測シナリオへの貢献を目的に、2つの目標を定める。①東アジアに展開した
独自の地上観測網 SKYNET・AD-Net と、A-Train の衛星観測網のデータを、独自のリモートセン
シング手法で解析することで、東アジアの現在までの約 20 年間のエアロゾル組成の鉛直分布の
変動を明らかにする。日本に限っては、地上日射（気象庁）と SPM（環境省）の長期観測データ
を使って、約半世紀のエアロゾルの長期変動を明らかにする。これらの結果をデータセットとし
て整備し、地球システムモデルの再現性の評価・改良を行うことで、東アジアのエアロゾルの半
世紀の変動を解明する。②各観測地点の長期変動の結果から、活動自粛期間のエアロゾルの結果
を抽出し、長期変動からの偏差として、東アジア各地のコロナ禍の影響を評価する。 
 
３．研究の方法 
３．１ 地上観測による長期変動解析 

本研究グループが展開している地上観測網 SKYNET と AD-Net では、分光放射計（スカイラジオ
メータ）とライダーの地上観測を行っている。スカイラジオメータは、大気気柱のエアロゾルの
微物理・光学特性の情報を有する。一方、ライダーは、エアロゾルの鉛直分布を観測することが
可能となる。本研究では、スカイラジオメータとライダーのデータを複合解析することで、光学
特性の異なる 4 つのカテゴリー（水溶性粒子、光吸収性粒子、ダスト粒子、海塩粒子）の組成の
鉛直分布を推定する手法を開発した。そして、2005 年から 2021 年の日本 5 地点（仙台、千葉、
福岡、福江、辺戸）、韓国 1 地点（ソウル）、タイ 1地点（ピマイ）のデータを解析した。 
太陽直達光の快晴時の地上観測データから、大気透過率が算出される。快晴時の大気透過率の

最も大きな変動要因は、エアロゾルである。そして、大気透過率（T）から、広帯域の有効光学
的厚さが、BOD=-ln(T)によって算出される。本研究では、1930 年代から現在まで気象庁が観測
を継続してきた国内 4地点（札幌、館野、福岡、石垣島）の BOD の観測結果を使用した。 

気象庁では、1970 年代から現在まで、太陽直達光に加えて、散乱光の地上観測を行っている。
本研究では、太陽直達光と散乱光の複合解析手法（Kudo et, al., 2011）により、エアロゾルの
光学的厚さと一次散乱アルベドの変動を導出する。本研究では、1982 年から 2020 年までの国内
4 地点（札幌、館野、福岡、石垣島）の観測データを使用した。 

環境省では、1970 年代から国内の様々な地点で SPM（Suspended Particulate Matter）の地上
サンプリング観測のデータを集計している。一般局の地点数は、令和 3 年度で 1249 地点である。
また、2010 年以降、PM2.5 のサンプリング観測のデータを集計している。一般局の地点数は、令
和 3 年度で 1098 地点である。本研究では、これらのデータを使用した。また、国立環境研究所
（つくば市）で 2005 年から行っている黒色炭素のサンプリング観測のデータを使用し、リモー
トセンシング手法との検証を行った。 
３．２ 衛星観測による長期・広域変動解析 
 衛星コンステレーション A-Train の、Aqua 衛星に搭載されたイメージャ MODIS と CALIPSO 衛
星に搭載されたライダーCALIOP のデータを複合解析し、エアロゾル組成（水溶性粒子、光吸収



性粒子、ダスト粒子、海塩粒子）の鉛直分布を推定する手法を開発した（Kudo, et al., 2023）。
そして、2007 年から 2021 年までの東アジア域の広域のデータを解析し、エアロゾル組成の鉛直
分布について、グリッドデータを整備し、各グリッドにおける長期変動の解析を行った。 
３．３ 地球システムモデルの検証 

IPCCの第6次報告書にも貢献している気象研究所の地球システムモデルMRI-ESM2.0（Yukimoto, 
et al., 2019）の歴史実験の結果から、日本、中国、韓国のデータを抽出し、エアロゾルの AOD
の長期変動の解析を行った。そして、地上、衛星観測の結果を使って、モデルの再現性を検証し
た。 
３．４ コロナ禍の影響評価 

各観測データの AOD の月平均値使って、国内でコロナ禍が始まった 2020 年 2 月以前の年々変
動についてトレンドを算出し、2020 年と 2021 年の予測値を導出する。そして、月平均値の予測
値と観測値の差によってコロナ禍による経済活動自粛の影響を評価した。使用したデータは、日
射観測から得られた 4地点（札幌、つくば、福岡、石垣島）の AOD、SKYNET と AD-Net の複合解
析から得られた 4 地点（繊細、千葉、福岡、福江）の AOD、CALIOP-MODIS から得られた日本全域
の AOD である。経済活動を自粛した期間は、緊急事態宣言またはまん延防止等重点措置が出され
た期間として定めた。 
 
４．研究成果 
４．１ 地上観測による長期変動解析 
 図 1a の折れ線グラフでは、1933 年から 2020 年までの国内 4 地点の BOD の年平均値の変動を
示している。グラフ内の橙色の領域は BOD の増加期間を、青色の領域は BOD の減少期間を示して
いる。図 1b には、各期間の BOD の線形トレンド（1/decade）を示している。橙色は増加傾向、
青色は減少傾向を示し、濃い色は統計的に有意なトレンドが見られたことを示している。これら
の結果から、AOD は、1933 年から 1950 年に停滞か微減、1950 年から 1970 年に増加、1970 年か
ら 1995 年に停滞か微増、1995 年から 2020 年に減少していたことが分かる。図 1c には、日本の
経済成長とエアロゾルに関連した規制の変動を載せている。これらにより、第二次世界大戦後の
復興、高度経済成長期間の 1950 年から 1970 年にエアロゾルが急増したことが分かる。その後、
大気汚染問題が深刻化したことにより、エアロゾルに関する規制が始まり、規制強化が続いた結
果、特に 1990 年代以降、エアロゾルの顕著な減少がみられるようになった。しかし、1950 年代
以前のレベルには戻っていない。 
 SPM の変動は、1974 年以降、現在まで有意な減少傾向を示している（図１ab）。同様に、2010
年以降の PM2.5 の変動も有意な減少傾向を示している（図 1ab）。これらは、1972 年以降の規制
と整合的な変動である。しかし、1970 年から 1995 年の期間については、BOD の変動と異なる。
BOD は、大気気柱に対する観測値であるが、SPM は地上サンプリング観測である。空間スケール
の差が影響している可能性が高い。例えば、BOD では、1963-1964 年のアグン、1982 年のエルチ
チョン、1991 年のピナツボ火山の噴火によるピークが見られている。しかし、SPM では見られて
いない。 
 太陽直達光と散乱光の解析から得られた 1982 年以降の AOD の変動は、有意な減少傾向（図１
ab）を示している。そして、SSA は、1982 年から 1990 年に有意な減少傾向、1990 年から 1995 年
に急増、その後も有意な増加傾向（図 1b）を示していた。AOD の変動は、BOD や SPM と概ね整合
的である。しかし、SSA の変動は、一様な傾向を示していない。これについて、エミッションイ
ンベントリ REAS v2.3.1（Kurokawa and Ohara, 2020）の SO2 と BC の変動から要因を調べた。
SO2 から生成される硫酸エアロゾルは、光吸収性が弱く、SSA が高い。一方、光吸収性の BC の
SSA は、小さい値となる。このため、大気中の BC の割合が増えると、SSA は小さくなる。SO2 の
変動は、1950 年から 1970 年に増加し、1970 年以降減少している（図 1ab）。一方、BC の変動は、
1950 年から 1990 年にかけて増加し、その後、減少に転じている。これらのことから、SSA が減
少した 1980 年から 1990 年には、SO2 が減少しているが、BC が増加していたため、BC の割合が
高まり、SSA が減少していたと考えられる。そして、SSA が急増した 1990 年から 1995 年には、
BC の減少が始まったため、SSA が増加したと考えられる。BC の主要な発生源の一つが、ディー
ゼル車の排気ガスである。1994 年以降、ディーゼル車の排気ガスの規制は年々強まり、BC の排
出量が減少している。SSA の増加は、これと整合性が取れていることから、ディーゼル車の規制
強化が、SSA 増加に寄与していることが考えられる。 
 SKYNET と AD-Net の複合解析から、2007 年から 2021 年の全粒子、水溶性粒子、光吸収性粒子、
ダスト粒子、海塩粒子の AOD の変動を図１ab に示している。この期間、他のデータと同様に、
全粒子の AOD は、有意な減少傾向を示していた。その要因は、水溶性粒子と光吸収性粒子の減少
にあることが分かった。これらの粒子には、人為起源の粒子が多く含まれいるため、エアロゾル
に関する規制によって減少していたことが考えられる。そして、ダスト粒子や海塩粒子といった
自然起源の粒子については、有意な変動をしていないことが分かった。SKYNET と AD-Net の複合
解析では、鉛直分布が算出されているため、大気境界層内と自由大気の AOD に分けて変動を解析
した。この結果、国内の都市部（仙台、千葉、福岡）では、大気境界層内の水溶性粒子と光吸収
性粒子の減少が顕著であった。都市から離れた福江と辺戸では、大気境界層と自由大気の水溶性
粒子の減少が主要因となっていることが分かった。国外については、韓国のソウルでは、大気境
界層と自由大気の水溶性粒子の減少が顕著であった。タイのピマイは、有効なデータが少なく、



変動傾向を算出するには不十分であった。 
４．２ 衛星観測による長期変動解析 
 衛星搭載イメージャとライダーの複合解析から、東アジア域の 2007 年から 2021 年の全粒子、
水溶性粒子、光吸収性粒子、ダスト粒子、海塩粒子の AOD のトレンドの広域分布を算出した。そ
の結果、中国東部から西日本にかけて、光学的厚さが有意に減少している領域が広がっていた。
その要因は、水溶性粒子と光吸収性粒子の減少にあることが分かった。中国国内に関しては、ダ
スト粒子の有意な減少も見られた。これらの変動傾向は、SKYNET と AD-Net の複合解析とも整合
的合った（図 1ab）。鉛直分布の結果から、中国国内では、地表付近で水溶性粒子、光吸収性粒
子、ダスト粒子の減少が顕著であった。黄海から西日本にかけては、地表より上空で水溶性粒子
と光吸収性粒子が減少する領域が広がっていた。中国では 2007 年以降、大気汚染対策が進めら
れている。これにより、日本に飛来する水溶性粒子と光吸収性粒子が減少したと考えられる。 
４．３ 地球システムモデルの検証 
 MRI-ESM2.0 の歴史実験で計算された日本の AOD について、地上、衛星観測データを比較、検
証した。はじめに、IPCC に提出した実験結果と比較したところ、観測では 2000 年代に AOD が減
少していたが、モデルでは増加傾向になっていたことが分かった。そこで、近年のアジアの変動
を取り込んだエミッションインベントリ（ECLIPSEv6B, Klimonto, et al., 2017）を使った計算
結果と比較したところ、観測と同様のエアロゾルの減少傾向を再現された（図１ab）。これによ
って、IPCC 第６次報告書で使われたエミッションインベントリは、東アジアの変動傾向を正確
に再現できていないことが分かった。 
４．４ コロナ禍の影響 

各データを調査した結果、活動自粛期間に顕著な AOD の減少が見られた地点は、2020 年 3 月
の札幌と福岡であった。コロナウイルスの感染拡大は、この時期に始まっており、札幌では独自
の緊急事態宣言が出されている。SKYNET と AD-Net の福岡の解析結果から、自由大気中の水溶性
粒子の減少が顕著であることがわかった。これには、福岡では、中国から飛来する汚染物質の減
少が影響していた可能性が指摘される。しかし、他の多くの地点、月では、活動自粛期間中の顕
著な減少は見られなかった。この要因の一つには、元々日本のエアロゾルは長期的に減少傾向に
あったことが考えられる。結果として、人類が達成可能な排出量抑制の目安になるような結果は、
得られなかった。 
 
５．まとめ 
 様々な地上・衛星観測データを解析し、半世紀以上に渡る日本のエアロゾルの変動を調べた。
その結果、1933～1950 年はエアロゾルの停滞期、1950～1970 年は戦後の経済発展によるエアロ
ゾルの急増期、1970～1995 年は停滞期、1995 年以降は大気汚染対策によるエアロゾルの減少期
となっていた。エアロゾルの組成解析の結果、2000 年代のエアロゾルの減少は、人為起源を主
体とする水溶性粒子と光吸収性粒子の減少によるものであることが分かった。これらの観測結
果を使って、MRI-ESM2.0 の結果を検証したところ、概ね一致する結果が見いだされ、地球シス
テムモデルの再現性を確認することができた。 
 コロナ禍の影響については、コロナ禍が始まった初期に、2つの観測地点でエアロゾルの減少
が確認できた。しかし、東アジアの広い領域で長期的にエアロゾルが減少傾向にある時期であっ
たこともあり、多くの地点でコロナ禍の影響ははっきりしなかった。 
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 ３．学会等名

工藤玲、米川直志、中川勝之

工藤玲、梶野瑞王

工藤玲、日暮明子、及川栄治、藤川雅大

Yamamoto, H., and H. Irie

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Validation of Himawari-8 AHI Level-2 and Level-3 aerosol products with MODIS and ground-based data under clear-sky
conditions

地表面の不均質性を組込んだスカイラジオメータよるエーロゾルの解析

エアロゾルによるカメラの撮影画像の変化

CALIOP-MODIS複合解析によるエアロゾル組成の長期変動



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 1st Expert Workshop on Advancing International Constellation of Geostationary Satellites for Terrestrial Monitoring（国
際学会）

Joint PI Meeting of Global Environment Observation Mission（国際学会）

Joint PI Meeting of Global Environment Observation Mission（国際学会）

2023 AGU Fall Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yamamoto, H., and H. Irie

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Irie, H.

Khatri, P., T. Hayasaka, and Irie, H.

Yamamoto, H., and H. Irie

 ４．発表年

Validation of Himawari-8/9 AHI aerosol products for land atmospheric correction

Promotion of applied researches with GCOM-C atmosphere products by precise validation utilizing SKYNET and A-SKY
international ground-based remote sensing observation networks

Quality assessment of cloud properties observed by SGLI/GCOM-C

Evaluation of atmospheric correction algorithm using HIMAWARI-8/9 AHI aerosol products for VNIR-SWIR spectral imageries over
land

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2023年

2023年

2024年

2024年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第26回 環境リモートセンシングシンポジウム

第７１回応用物理学会春季学術講演会（招待講演）

 ２．発表標題

日本地球惑星科学連合大会

日本気象学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Yamamoto, H., and H. Irie

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

蔡穎、入江仁士、A. Damiani、板橋秀一、竹村俊彦

東アジアの越境大気汚染エアロゾルの経路に及ぼす気候変動の影響の検出可能性

ひまわり8/9号エアロゾルプロダクトを用いた陸域大気補正アルゴリズムの検討

ライダーを用いた大気エアロゾルの観測

山本浩万、入江仁士

西澤智明

Performance study of generic atmospheric correction for Himawari-8 AHI reflective solar bands data using satellite-based
aerosol products, and ground-based sunphotometer data



2023年

2024年

2023年

2023年

第６９回光波センシング技術研究会講演会（招待講演）

2023年度陸別・母子里ユーザーズミーティング（招待講演）

第41回レーサセンシングシンポジウム

ESA-JAXA Pre-Launch EarthCARE Science and Validation Workshop（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

西澤智明、神慶孝、日暮明子、清水厚、杉本伸夫、岩井宏徳、青木誠、Panandrea S., 入江仁士、工藤玲、及川英治、酒井哲、安永数明、
勝俣昌己、城岡竜一、弓本桂也、佐藤可織、岡本創

西澤智明, 工藤玲, 及川栄治, 日暮明子, 神慶孝,岡本創

Nishizawa T., Kudo R., Oikawa E., Higurashi A., Jin Y., Okamoto H.

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Aerosol observation using ATLID and CALIOP and its application

ライダーを用いた大気エアロゾル・雲の観測

EarthCARE衛星搭載ライダーによるエアロゾル観測

EarthCARE衛星搭載ライダー・イメージャーを用いたエアロゾル・雲導出アルゴリズムの開発（２）

 １．発表者名

西澤智明



2023年

2023年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2022年度春季大会

日本気象学会2022年度秋季大会

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Nishizawa T., Jin Y., Higurashi A., Kudo R., Irie H., Yasunaga K., Katsumata M., Yumimoto K., Ishii S., Okamoto H., Sato K.,
Nakajima T. Y.

Nishizawa T., Kudo R., Higurashi A., Jin Y., Oikawa E., Okamoto H.

工藤玲, 高野松美

 ３．学会等名

ESA-JAXA Pre-Launch EarthCARE Science and Validation Workshop（国際学会）

28th IUGG（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Validation of the EarthCARE ATLID and MSI products using ground-based lidar and sunphotometry measurements in East Asia

Development of an aerosol retrieval algorithm using the EarthCARE satellite onboard lidar and imager

全天カメラによる雲分布・雲底高度分布の推定

地上・衛星観測によるエアロゾルの長期変動解析

 １．発表者名
工藤玲, 入江仁, 西澤智明, 日暮明子, 藤谷雄二, 長谷川就一, 大河原望, 大島長, San-Woo Kim, Pradeep Khatri, 竹村俊彦, 弓本桂也,
中川勝之



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 13th International GEMS workshop（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

Kaizuka, S., H. Irie, A. Damiani, T. Takamura, Y. Kanaya, and T. Nakayama

Ohno, T., H. Irie, K. Yamaguchi, and A. Damiani

Yamamoto H., and H. Irie

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Relationships of PM2.5 and BC mass concentrations with optical properties derived from simultaneous skyradiometer/MAX-DOAS
observations: from continuous observations at Chiba and Fukue in 2019-2020

Estimation of carbonaceous aerosol AAOD from long-term sky radiometer observations and validation of MERRA-2 reanalysis data

Evaluation of the aerosol effect on the surface reflectance retrieval using Himawari-8 AHI images over land

PBL Atmospheric Composition Observation Capabilities by the International Air Quality and Sky Research Remote Sensing (A-
SKY) Network

 １．発表者名
Irie, H., A. Damiani, T. Ohno, S. Kaizuka, T. Takemura, P. Khatri, T. Jarupongsakul, M. Naja, and S.-W. Kim



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合大会

第27回大気化学討論会

海塚収英、入江仁士、Alessandro Damiani、高村民雄、金谷有剛、中山智喜

Irie, H., A. Damiani, T. Ohno, S. Kaizuka, T. Takemura, P. Khatri, T. Jarupongsakul, M. Naja, and S.-W. Kim

Ying Cai, Hitoshi Irie, Alessandro Damiani, Syuichi Itahashi, Toshihiko Takemura

Kaizuka, S, H. Irie, A. Damiani, T. Takamura, Y. Kanaya, T. Nakayama

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Skyradiometer/MAX-DOASの同時観測から得られたエアロゾル光学特性とPM2.5およびBCの質量濃度との関係―2019-2021年の千葉・福江での
連続観測から―

PBL Atmospheric Composition Observation Capabilities by the International Air Quality and Sky Research Remote Sensing (A-
SKY) Network

Analysis of the impact of climate change on transboundary air pollution aerosol over Eastern Asia based on observational
data

Relationships of PM2.5 and BC mass concentrations with optical properties derived from simultaneous skyradiometer/MAX-DOAS
observations from continuous observations at Chiba and Fukue in 2019-2020

 １．発表者名

 １．発表者名

AGU Fall Meeting（国際学会）

日本地球惑星科学連合大会



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第27回大気化学討論会

第27回大気化学討論会

大野健、入江仁士、山口航大、Alessandro Damiani

米谷颯太、入江仁士

山本浩万、入江仁士

高島久洋、米谷颯太、乙部直人、入江仁士

第25回 環境リモートセンシングシンポジウム

第25回 環境リモートセンシングシンポジウム

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

スカイラジオメーターの長期観測による東アジア域の炭素性エアロゾルAAODの推定

MAX-DOAS法を用いた日本の大気境界層中の二酸化硫黄濃度の要因解明

SKYNETデータを用いたHimawari-8 AHIエアロゾルプロダクト検証

福岡・佐賀広域で観測された近年例を見ない二酸化硫黄 (SO2) 高濃度事例

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回レーザセンシングシンポジウム

2022年度日本気象学会秋季大会

ILRC 30（国際学会）

The Joint PI Meeting of JAXA Earth Observation Missions FY2022（国際学会）

西澤智明,神慶孝,日暮明子,清水厚,谷本浩志,五藤大輔

Nishizawa T., Kudo R., Higurashi A., Satory T., Oikawa E., Okamoto H.

Nishizawa T., Kudo R., Takakura S., Higurashi A., Jin Y., Oikawa E., Okamoto H.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西澤智明, 神慶孝, 日暮明子, 清水厚, 谷本浩志, 五藤大輔

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

データ同化に向けたエアロゾル等衛星観測データセットの構築

An Algorithm to Retrieve Aerosol Optical Properties from ATLID and MSI Measurements

Development of aerosol and cloud retrieval algorithms using EarthCARE satellite onboard ATLID and MSI and ground validation
 ２．発表標題

エアロゾルデータ同化に向けた衛星観測データセットの構築

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2021年度春季大会

令和3年度日本気象学会関西支部第1回例会特別講演（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

工藤玲

Nishizawa T., Shimizu A., Nakajima Y. T.

Rei Kudo, H. Diemoz, V. Estelles, M. Campanelli, Masahiro Momoi, F. Marenco, C. L. Ryder, Osamu Ijima, Akihiro Uchiyama,
Kouichi Nakashima, Akihiro Yamazaki, Ryoji Nagasawa, Nozomu Ohkawara, Haruma Ishida, Yasutaka Jin, and Tomoaki Nishizawa

工藤玲, H. Diemoz, V. Estelles, M. Campanelli, 桃井裕広, F. Marenco, C. L. Ryder, 居島修, 内山明博, 中島孝一, 山崎明宏, 長澤
亮二, 大河原望, 石田春磨

The Joint PI Meeting of JAXA Earth Observation Missions FY2022（国際学会）

6th International SKYNET Workshop 2021（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

全天カメラによる雲のリモートセンシング

Developments of algorithms to detect cloud layers and retrieve optical properties of atmospheric particles using MOLI

Development of Skyrad pack MRI version 2

スカイラジオメータによるエアロゾル・水蒸気・オゾンのリモートセンシング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

6th International SKYNET Workshop 2021（国際学会）

6th International SKYNET Workshop 2021（国際学会）

Ohno, T., H. Irie, and A. M da Silva

Momoi, M., H. Irie, M. Sekiguchi, T. Nakajima, and H. Takenaka

Khatri, P., T. Hayasaka, H. Irie, and T. Takamura

Kobayashi, H., H. Irie, M. Momoi, and T. Ohno

6th International SKYNET Workshop 2021（国際学会）

6th International SKYNET Workshop 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

On MERRA-2 AOD Data Corrected based on Validation Using Ground-based Observations in Phimai, Thailand

RSTAR/WV-CKD: Development of the look-up table of the k-distribution in the gas absorption region around 940 nm for the sky-
radiometer data analysis

Important factors affecting the relationship between sky radiometer and satellite observed cloud properties

Classifying aerosol types over Japan by k-means clustering from sky-radiometer observations

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

6th International SKYNET Workshop 2021（国際学会）

ATMOS 2021（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

Lerot, C., F. Hendrick, M. Van Roozendael, I. De Smedt, N. Theys, J. Vlietinck, H. Yu, J. Van Gent, H. Lee, L. M.A.
Alvarado, A. Richter, T. Stavrakou, J.-F. Muller, P. Valks, D. Loyola, H. Irie, V. Kumar, T. Wagner, S. F. Schreier, V.
Sinha, T. Wang, P. Wang, and C. Retscher

Zhu, C., T. Miyakawa, H. Irie, Y. Choi, F. Taketani, and Y. Kanaya

Damiani, A., H. Irie, H.M.S. Hoque, T. Nakayama, Y. Matsumi, Y. Kondo, and A. Da Silva

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Irie, H., A. Damiani, T. Takemura, T. Jarupongsakul, M. Naja, and S.-W. Kim

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Harmonised Satellite Glyoxal Data Records from TROPOMI, OMI and GOME-2

Evaluation of brown carbon light absorbing properties based on filter observation and ground remote sensing

Variabilities in PM2.5 and black carbon concentrations reproduced by aerosol optical properties estimated from ground-based
observations

 ２．発表標題

Development of international air quality and sky research remote sensing (A-SKY) network

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合大会

日本地球惑星科学連合大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Damiani, A., H. Irie, K. Yamaguchi, H. M. S. Hoque, T. Nakayama, Y. Matsumi, and Y. Kondo

Irie, H., A. Damiani, T. Takemura, T. Jarupongsakul, M. Naja, and S.-W. Kim

Irie, H.

Khatri, P., T. Hayasaka, H. Irie, and T. Takamura

AGU Fall Meeting（国際学会）

Joint PI Meeting of Global Environment Observation Mission（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Exploring ground-based aerosol optical properties to improve satellite estimates of surface particulate matter
concentrations

Development of international air quality and sky research remote sensing (A-SKY) network

Validation study of GCOM-C atmosphere products based on SKYNET for success criterion evaluation

Validation of SGLI/GCOM-C cloud products using surface and MODIS observation data

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合大会

日本地球惑星科学連合大会

山本浩万, 入江仁士

小林大祥、入江仁士、桃井裕広

Irie, H., A. Damiani, 竹村俊彦, T. Jarupongsakul, and M. Naja

大野健、入江仁士、S. Arlindo, G. Ravi

日本地球惑星科学連合大会

日本地球惑星科学連合大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Validation of HIMAWARI-8 AHI Aerosol Products with SKYNET and AERONET Measurements

Aerosol type classification of ground-based remote sensing data by k-means clustering

Development of international air quality and sky research remote sensing (A-SKY) network

Validation of MERRA-2 Reanalysis Aerosol Products Using Ground-based Observations in Phimai, Thailand, and Factors that
Affect Aerosol Optical Depth over the Indochina Peninsula

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第38回エアロゾル科学・技術研究討論会

大気化学討論会

大気化学討論会

日本気象学会

Zhu, C., T. Miyakawa, H. Irie, Y. Choi, F. Taketani, and Y. Kanaya

大野健、入江仁士、A. M da Silva

蔡穎，入江仁士，A. Damiani

 ２．発表標題

 ２．発表標題

小林拓, 田中典章, 塩原匡, 平沢尚彦, 山内恭, 入江仁士, 日暮明子, 原圭一郎, 矢吹正教, 長田和雄, 林政彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Light absorbing organic aerosols at Fukue Island: comparison of filter observation and remote sensing

再解析エアロゾルデータの精度検証に基づくインドシナ半島の光散乱/吸収AODの時空間変動

東アジアの越境大気汚染エアロゾルに及ぼすモンスーンの影響に関する観測的研究
 ２．発表標題

南極昭和基地においてスカイラジオメータで観測された大気エアロゾルの光学的厚さおよび光学特性の長期変動

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2021年度秋季大会

2nd EarthCARE Validation workshop（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nishizawa T., Jin Y., Higurashi A., Kudo R., Irie H., Yasunaga K., Katsumata M., Yumimoto K., Ishii S., Okamoto H., Sato K.,
Nakajima T. Y.
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